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制限時間：1時間30分 2023年6月施行 

第 1 問(20 点) 

次の取引について仕訳を行いなさい。ただし，勘定科目は下記の中から最も適切なものを選択すること。 
 

現 金  当 座 預 金  普 通 預 金  クレジット売掛金  未 収 入 金  建 物 

備 品  買 掛 金  未 払 金  預 り 金  減価償却累計額  資 本 金 

売 上  受 取 手 数 料  償却債権取立益  固定資産売却益  仕 入  通 信 費 

租 税 公 課  消 耗 品 費  貸 倒 損 失  減 価 償 却 費  支 払 手 数 料  固定資産売却損 
 
1. 売価￥650,000 の商品をクレジット払いの条件で販売した。なお，信販会社へのクレジット手数料 3％は，商品販売時に認識して 

いる。 

2. 期首に建物(取得原価￥40,000,000，減価償却累計額￥25,600,000)を￥15,000,000 で売却し，代金は後日普通預金口座に入金さ 

れる予定である。なお，減価償却は間接法により記帳している。 

3. 郵便局で収入印紙￥20,000 及び郵便切手￥8,000 を購入し，代金は現金で支払った。なお，当期中にすべて消費している。 

4. 前期に貸倒れとして処理していた長崎商会に対する掛代金￥80,000 を現金で回収した。 

5. 販売用の机とイスを￥450,000 及び￥100,000 で購入し，代金は翌月末払いとした。 
 

 
仕                              訳 

借  方  科  目 金   額 貸  方  科  目 金   額 

1     

2     

3     

4     

5     

 
 
第 2 問(12 点)   

栃木商事は，取引を記帳するにあたって，主要簿のほかに補助簿を用いている。次の取引(1)，(2)は，どの補助簿に記入されるか番
号で答えなさい。 
(1) 得意先札幌商会へ商品￥50,000 を￥100,000 で売上げ，代金は掛とした。 

(2) 仕入先山梨商店に対する買掛金￥40,000 の支払いとして，￥10,000 は当店振出しの約束手形で支払い，残額は現金で支払った。 
 

1．現 金 出 納 帳 2．当座預金出納帳 3．仕 入 帳 4．売 上 帳 5．商 品 有 高 帳 

6．受取手形記入帳 7．支払手形記入帳 8．売 掛 金 元 帳 9．買 掛 金 元 帳  

 

(1) (2) 
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第 3 問(30 点) 

 次の取引に基づいて，合計試算表と売掛金及び買掛金の各明細表を作成しなさい。なお，Ⅹ5年9月25日現在の合計は，合計試算表の

9月25日現在欄のとおりである。また，商品売買はすべて掛で行っている。 

[9月26日から9月30日までの取引] 

26日 売上：秋田工業 ￥80,000  群馬工業 ￥120,000 

今月分の給料￥120,000のうち，所得税の源泉徴収分￥12,000を差引いた残額を現金で支払った。 

27日 売上：長野産業 ￥76,000 

仕入：熊本商会 ￥68,000  大分商事 ￥50,000 

秋田工業に売上げた商品について￥7,000の返品を受け，掛代金と相殺した。 

群馬工業に対する売掛金￥56,000を現金で受取った。 

香川商店に対する買掛金￥9,500を支払うため，同店宛の約束手形を振出した。 

28日 仕入：熊本商会 ￥61,000  香川商店 ￥40,000 

秋田工業に対する売掛金￥25,000を同店振出し，当店宛の約束手形で受取った。 

大分商事に対する買掛金￥22,000を支払うため，同店宛の約束手形を振出した。 

29日 先月購入した備品の購入代金の残額￥50,000につき，小切手を振出して支払った。 

30日 熊本商会宛に振出した約束手形￥20,000が支払期日になり，当座預金口座から引落とされた。 

香川商店に対する買掛金￥35,000を現金で支払った。 

今月分の家賃￥40,000を現金で支払った。 

借入金の利息￥12,000を現金で支払った。 

 

合  計  試  算  表 

Ⅹ5年9月30日               (単位：円) 

借 方 合 計 9月25日現在 勘 定 科 目 9月25日現在 貸 方 合 計 

 1,460,000 現 金 1,250,000  

 750,000 当 座 預 金 350,000  

 529,500 受 取 手 形 350,000  

 2,570,500 売 掛 金 2,350,000  

 200,000 繰 越 商 品   

 2,050,000 備 品   

 320,000 支 払 手 形 537,000 1 

 1,370,000 買 掛 金 1,610,000  

  未 払 金 50,000  

 60,000 預 り 金 60,000  

  借 入 金 600,000  

  貸 倒 引 当 金 30,000  

  減価償却累計額 400,000  

  資 本 金 1,300,000  

  繰越利益剰余金 243,000 1 

  売 上 2,400,000 1 

 1,420,000 仕 入   

 600,000 給 料   

 200,000 支 払 家 賃   

  支 払 利 息   

 11,530,000  11,530,000  

 

 

売 掛 金 明 細 表 (単位：円) 

得意先名 9月25日現在 9月30日現在 

秋 田 工 業 ( ○    77,000 ) (    125,000 ) 

群 馬 工 業 (       76,000 ) (    140,000 ) 

長 野 産 業 ( ○    67,500 ) (  ◎     143,500 ) 

合  計 (       220,500 ) ( 408,500 ) 

 

買 掛 金 明 細 表            (単位：円) 

仕入先名 9月25日現在 9月30日現在 

大 分 商 事 ( 0◎     61,500 ) (    89,500 ) 

香 川 商 店 ( 88,500 ) (  ◎     84,000 ) 

熊 本 商 会 ( 890,000 ) (    219,000 ) 

合  計 ( 240,000 ) ( 392,500 ) 
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第 4 問(8 点)  

 決算に際し，次の誤りを発見した。よって，必要な訂正仕訳を行いなさい。 
 
 1．貸付金￥187,500 を現金で回収した際，貸借反対に記帳していた。 

 2．買掛金￥62,500 を現金で支払った際，金額を誤って￥625,000 と記帳していた。 
 

 
仕                              訳 

借  方  科  目 金   額 貸  方  科  目 金   額 

1 
    

2 
    

 
第 5問(30 点)  

    次の資料により損益計算書及び貸借対照表を作成しなさい(会計期間：Ｘ5年 4月 1日～Ⅹ6年 3月 31 日)。 

  

  決算整理前残高試算表 

                   Ⅹ6 年 3 月 31 日        (単位：円) 

現 金 480,000 支 払 手 形 600,000 

当 座 預 金 240,000 買 掛 金 200,000 

受 取 手 形 930,000 仮 受 金 150,000 

売 掛 金 110,000 貸 倒 引 当 金 10,500 

繰 越 商 品 584,000 減価償却累計額 2,000,000 

建 物 6,000,000 資 本 金 6,000,000 

土 地 2,500,000 繰越利益剰余金 953,500 

仕 入 7,200,000 売 上 10,000,000 

給 料 1,500,000 受 取 手 数 料 200,000 

保 険 料 550,000  
 

 

雑 費 20,000   

 20,114,000     20,114,000 
 

〔決算整理事項等〕 

1．仮受金は全額手形代金の回収額であることが判明した。 

2．得意先へ商品￥120,000 を売上げ，代金は掛としたが未処

理である。なお，この売掛金は期末現在未回収である。 

  3．期末商品棚卸高は￥700,000 である。 

  4．受取手形及び売掛金の期末残高に対して，3％の貸倒引当

金を設定する(差額補充法)。 

  5．建物について，定額法により減価償却を行う。残存価額

はゼロとし，耐用年数は 30 年とする。 

  6．保険料は毎年同額を 2月 1日に 12 ヶ月分を前払いしてい

る。 

7．給料の未払高が￥75,000 ある。 

8．法人税，住民税及び事業税として￥330,000 を計上する。 

     

 
 

損  益  計  算  書 

自Ⅹ5年 4月 1日 至Ⅹ6年 3月 31 日                               (単位：円) 

費  用  の  部 金   額 収  益  の  部 金   額 
( 売 上 原 価 ) (     00007,084,000 ) ( 売 上 高 ) (◎      10,120,000 ) 
( 給 料 ) (     00001,575,000 ) ( 受 取 手 数 料 ) (◎    0  0,200,000 ) 
( 保 険 料 ) (◎       000 300,000 ) (  
( 貸 倒 引 当 金 繰 入 ) (◎    00,000019,800 )    
( 減 価 償 却 費 ) (     00000,200,000 )    
( 雑 費 ) (        000 20,000 )    
( 法人税，住民税及び事業税 ) (     00000,330,000 )    
( 当 期 純 利 益 ) (   1  00000,791,200 )    

 (        0000 10,320,000 )  (            10,320,000 ) 
 

貸  借  対  照  表 
Ⅹ6年 3月 31 日現在                                       (単位：円) 

資 産 の 部 金   額 負債・純資産の部 金   額 
( 現 金 預 金 )  (  0,720,000 ) ( 支 払 手 形 )  (   600,000 ) 
( 受 取 手 形 ) (    780,000 )  ( 買 掛 金 )  (   200,000 ) 
( 貸 倒 引 当 金 ) (    23,400 ) (   756,600 ) ( 未 払 費 用 )  (◎   75,000 ) 
( 売 掛 金 ) (   230,000 )  ( 未 払 法 人 税 等 )  (   330,000 ) 
( 貸 倒 引 当 金 ) (     06,900 ) (   223,100 ) ( 資 本 金 )  (  6,000,000 ) 
( 商 品 )  (    700,000 ) ( 繰越利益剰余金 )  (◎ 1,744,700 ) 
( 前 払 費 用 )  (◎   250,000 )    
( 建 物 ) (  6,000,000 )     
( 減価償却累計額 ) (  2,200,000 ) (◎ 3,800,000 )    
( 土 地 )  ( 0,2,500,000 )    

  (   8,949,700 )   (   8,949,700 ) 
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